














dentinogenesis の解析に DC が応用可能であるかを検討することを目的とした。ラットの切歯歯髄組織か
ら分離してきた歯髄細胞を DC 内に挿入し、ラットの腹腔内に移植したもの(T-DC)と、DC を培養皿で培養
するもの(C-DC)に分けて in vivo と in vitro の実験を行った。実験開始から５週間後にそれぞれの DC に
対して組織学的な観察と生化学的な解析を行い、これらの結果をラットの切歯から分離した歯髄細胞の解
析結果と比較した。T-DC、C-DC ともに内部には石灰化物が確認され、免疫組織化学的染色によってこれら
の石灰化物には dentin sialo protein (DSP) と bone gla protein (BGP) が含まれることが示された。
T-DC と C-DC 内での遺伝子発現を調べると Alkaline phosphatase、Type I collagen、DSP、BGP、Dentin matrix 
protein-1 といった象牙質形成に関連する遺伝子の発現を認めた。また、Wnt シグナルのカノニカル経路
に関連が深い ectodin と wnt10a の遺伝子発現も T-DC と C-DC の両方に認められた。DC に発現が見られた
これらの遺伝子の発現量は初代培養細胞と同じかもしくは DC の方が高いレベルにあった。これらの結果





本論文は、 Diffusion chamber(DC)が dentinogenesis の解析に応用可能であるかを明らかにすることを
目的として、 DC 内に歯髄培養細胞を挿入して、象牙質形成が見られるかを検討したものである。DC をラ
ットの腹腔内に移植したものと、シャーレで培養したもので解析した結果、DC 内にはともに形態学的、生
化学的にも象牙質形成が確認でき DC は dentinogenesis の解析に応用可能であることが示された。この結
果は、今後の dentinogenesis の解析の基礎となり、歯髄再生療法の発展において重要かつ意義のあるも
のだと考えられる。 
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